
技
術
情
報

農
薬
工
業
会
安
全
広
報
部
長
　松
淵
定
之

農
薬
の
散
布
作
業

に
お
け
る
安
全

対
策
に
つ
い
て

冊子、動画のサイトへの
ＱＲコード

第１図　適用表で確認する
ことが重要

第３図　安全使用上の注意の表示例

（倍）

第２図　適用表の表示例

第４図　注意喚起マーク
［青：強制マーク、赤：禁止マーク］

散布時は農薬用マスク
（防護マスク）を着用する。

魚毒性等…水産動植物
（魚類）に強い影響あり。
河川、湖沼及び海域等に
飛散、流入しないよう注
意。養殖池周辺での使用
はさける。
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農
薬
工
業
会
で
は
、
農
薬
を
適
正
に
使

用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
「
農
薬
適
正
使

用
の
ポ
イ
ン
ト
」
な
ど
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

や
ビ
デ
オ
「
農
薬
の
正
し
い
使
い
方
」
の

配
布
・
配
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で

は
ビ
デ
オ
「
農
薬
の
正
し
い
使
い
方
」
か

ら
農
薬
の
散
布
作
業
に
お
け
る
注
意
点
を

紹
介
し
ま
す
。

一
．
農
薬
ラ
ベ
ル
の
確
認

農
薬
の
ラ
ベ
ル
に
は
農
薬
を
安
全
・
適

正
に
使
用
す
る
た
め
の
情
報
が
書
か
れ
て

い
ま
す
。
ラ
ベ
ル
に
従
っ
て
使
用
す
る
こ

と
が
安
全
対
策
の
第
一
歩
に
な
り
ま
す
。

と
く
に
適
用
作
物
、
使
用
回
数
な
ど
を
適

用
表
（
第
１
図
、
第
２
図
）
で
確
認
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、「
安
全
使
用

上
の
注
意
」
の
欄
に
は
登
録
さ
れ
た
注
意

事
項
（
第
３
図
）
が
示
さ
れ
て
お
り
、
特

に
注
意
が
必
要
な
事
項
に
は
、
原
則
と
し

て
注
意
喚
起
マ
ー
ク
が
表
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
注
意
喚
起
マ
ー
ク
に
は
、
青
色
の
強

制
マ
ー
ク
（
必
ず
す
る
こ
と
）
と
赤
色
の

禁
止
マ
ー
ク
（
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
）

（
第
４
図
）
の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
の
で
、

使
用
前
に
必
ず
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

二
．
散
布
液
の
調
製

ま
ず
保
護
具
を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項
を
確
認
し
、
保
護
メ
ガ
ネ
、
農

薬
用
マ
ス
ク
、
手
袋
、
長
ズ
ボ
ン
、
長
袖
、

長
靴
な
ど
を
用
意
（
第
５
図
）
し
ま
す
。

農
薬
散
布
用
マ
ス
ク
は
「
国
家
検
定
合
格

品
」（
厚
生
労
働
省
）
を
選
ぶ
こ
と
を
お

薦
め
し
ま
す
。
合
格
品
に
は
図
の
よ
う
な

検
定
マ
ー
ク（
第
６
図
）が
つ
い
て
い
ま
す
。

農
薬
の
原
液
や
原
末
は
散
布
液
よ
り
も

濃
度
が
濃
く
、
飛
沫
や
粉
立
ち
を
吸
い
込

ん
だ
り
眼
に
入
っ
た
り
す
る
と
危
険
な
場

合
も
あ
る
の
で
、
計
量
す
る
前
に
保
護
メ

ガ
ネ
、
マ
ス
ク
、
手
袋
（
第
７
図
）
を
着

け
ま
し
ょ
う
。
計
量
に
使
っ
た
メ
ス
シ
リ



第６図　合格品の検定マーク表示例

第５図　保護具の着用図

第７図　計量前には保護メガネ・
マスク・手袋の着用を。

第８図　最初の散布液は
作物にかけない

第９図　ＳＳの散布方向の
ノズル調整

第１１図　飛散防止ネット
の設置

第１０図　一般ノズルと飛散低減ノズル
（キリナシノズル）の比較例

一般ノズルキリナシノズル
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ン
ク
に
加
え
ま
す
。
最
後
に
計
画
し
た
散

布
水
量
と
な
る
よ
う
に
タ
ン
ク
に
水
を
加

え
、
散
布
液
が
均
一
に
な
る
よ
う
に
よ
く

混
ぜ
ま
す
。

三
．
散
布
作
業
と
飛
散
防
止

散
布
開
始
時
に
は
、
前
回
の
散
布
の
洗

浄
水
が
ホ
ー
ス
に
残
っ
て
い
る
場
合
が
あ

る
の
で
、
最
初
の
散
布
液
は
作
物
に
か
け

な
い
よ
う
に
（
第
８
図
）
し
ま
す
。
ま
た
、

自
分
へ
の
農
薬
暴
露
と
周
辺
へ
の
飛
散
を

防
ぐ
た
め
に
、
散
布
す
る
と
き
の
風
の
強

弱
と
向
き
、
散
布
の
方
向
、
周
辺
作
物
と

の
位
置
関
係
に
注
意
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
朝
夕
の
風
の
弱
い
と
き
に
散
布
す
る

こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
散
布

圧
力
が
高
す
ぎ
る
と
散
布
液
の
粒
子
が
細

か
く
な
り
飛
散
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
ス

ン
ダ
ー
や
空
容
器
に
農
薬
を
残
さ
な
い
よ

う
に
水
で
洗
い
、
洗
浄
水
は
散
布
液
の
タ

ピ
ー
ド
ス
プ
レ
ー
ヤ
（
Ｓ
Ｓ
）
で
は
散
布

作
物
の
な
い
方
向
の
ノ
ズ
ル
を
閉
じ
る
な

ど
の
調
整
（
第
９
図
）
を
し
ま
す
。
周
辺

環
境
や
住
宅
地
等
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、

飛
散
低
減
ノ
ズ
ル
（
キ
リ
ナ
シ
ノ
ズ
ル
）

の
使
用
（
第
10
図
）
や
、
飛
散
防
止
ネ
ッ
ト

の
設
置
（
第
11
図
）
も
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

四
．
散
布
後
の
あ
と
片
付
け

散
布
後
に
器
具
を
洗
浄
す
る
時
も
保
護

具
を
着
け
た
ま
ま
行
い
ま
す
。
器
具
の
洗

浄
は
散
布
後
速
や
か
に
行
う
こ
と
が
大
切

で
す
。
翌
日
ま
わ
し
に
す
る
と
薬
剤
が
固

ま
っ
た
り
、
ノ
ズ
ル
の
目
詰
ま
り
の
原
因

に
な
り
ま
す
。
タ
ン
ク
だ
け
で
な
く
ノ
ズ

ル
や
ホ
ー
ス
の
中
も
確
実
に
洗
い
ま
し
ょ

う
。
洗
っ
た
残
り
水
は
河
川
や
水
路
な
ど

に
流
入
し
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

散
布
作
業
後
は
、
手
や
顔
な
ど
の
露
出

部
を
石
け
ん
で
よ
く
洗
い
、
う
が
い
を
し

ま
す
。
脱
い
だ
防
除
衣
は
他
の
服
と
分
け



第１４図

第１２図

誤用・誤飲・誤食を
避けるために、
他の容器に
移しかえない。

容器に農薬を残したままで、第１３図

第１５図

記録することで、有効
成分ごとの使用回数
等の確認が容易になり、
使用基準を遵守している
ことが証明できます。

※掲載図上記「農薬工業会リーフレット」より引用。
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て
洗
濯
を
し
、
乾
い
た
作
業
衣
は
農
薬
の

保
管
場
所
と
は
別
の
場
所
に
置
き
ま
し
ょ

う
。ま

た
、
ど
の
農
薬
を
い
つ
ど
れ
く
ら
い

使
っ
た
か
、な
ど
を
す
べ
て
記
録
す
る「
防

除
日
誌
」
を
つ
け
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

記
帳
す
る
こ
と
で
成
分
ご
と
の
使
用
回
数

や
安
全
日
数
の
確
認
が
で
き
、
使
用
基
準

を
守
っ
て
い
る
こ
と
の
証
拠
に
も
な
り
ま

す
。

は
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
（
第
13

図
）。
ま
た
、
破
損
や
漏
れ
に
備
え
て
農

薬
の
容
器
は
ト
レ
ー
な
ど
に
入
れ
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

使
用
済
の
空
容
器
で
、
袋
の
容
器
の
場

合
は
、
農
薬
が
残
っ
て
い
な
い
こ
と
を
確

認
し
、
畳
ん
で
保
管
し
ま
す
。
ボ
ト
ル
や

缶
の
容
器
は
水
洗
い
を
三
回
以
上
行
い

（
第
14
図
）、
ま
と
め
て
保
管
し
ま
す
。
洗

浄
後
の
空
容
器
や
不
要
農
薬
を
廃
棄
す
る

場
合
、
不
法
に
投
棄
し
た
り
、
野
外
で
焼

却
す
る
こ
と
は
厳
禁
（
第
15
図
）
で
す
。

許
可
を
受
け
た
産
業
廃
棄
物
処
理
業
者
に

廃
棄
処
理
を
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。
地
域

共
同
で
回
収
処
分
を
行
う
体
制
が
確
立
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
ル
ー
ル
に
従
っ
て

処
分
を
行
い
ま
す
。

農
薬
を
正
し
く
使
っ
て
豊
か
な
収
穫
を

手
に
し
ま
し
ょ
う
。

五
．
農
薬
の
保
管
と
廃
棄

誤
飲
や
誤
用
、
品
質
の
悪
化
を
防
ぐ
た

め
に
農
薬
の
保
管
に
は
十
分
な
注
意
が
必

要
で
す
。農
薬
専
用
の
保
管
場
所
を
作
り
、

鍵
を
か
け
て
子
供
の
手
が
届
か
な
い
よ
う

に
し
ま
す
（
第
12
図
）。
誤
使
用
、
誤
飲

を
防
ぐ
た
め
に
他
の
容
器
へ
の
移
し
か
え


